
令和２年２月市議会定例会

一　般　質　問　通　告　書

（通告者１０名）



順
位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考

１ １０番 吉田　良

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

２ １５番 菊地　忍
選挙管理委
員会委員長

選挙管理委
員会委員長

選挙管理委
員会委員長

市　長

市　長

３ ４番 千葉　栄幸

市　長
市　長

市　長
市　長

１ 選挙事務と
投票率向上に向
けた取り組みに
ついて

２ 動物愛護管
理法改正につい
て

(4)地域農業活性化並びに名取の魅力発信施策とし
て、国の交付金を活用し、道の駅の設置を検討すべ
き。

１ 農業振興に
ついて

(1)動物の適正飼養のための規制が強化されるが、動
物虐待の防止など啓発や周知を図るべきと考えるがど
うか。
(2)マイクロチップの装着が義務化されるが、一般の
飼い主に対しては努力義務となる。装着を促すために
も補助金を交付すべきと考えるがどうか。

(1)本市における農業の現状と課題について伺う。
(2)「仙台せり」の地理的表示保護制度申請の進捗と
今後の見通しについて伺う。
(3)地産地消を積極的に推進すべき。

(5)協定の相手方と市長の関係性が市民の疑念を招か
ないよう、市長の政治姿勢と相手方との関係について
透明性を確保するため丁寧に説明すべき。

(1)令和２年１月26日執行の市議会議員一般選挙では
投票率の低下に歯どめがかからなかった。開票確定時
間もおくれたがどのように評価しているのか。
(2)地域によっては投票所が遠く、歩いては行けない
ことも投票率低下の要因である。投票所への送迎バス
を運行すべきと考えるがどうか。
(3)市民の利便性向上のため、期日前投票所を市役所
から名取駅コミュニティプラザに変更すべきと考える
がどうか。

(2)公募に対し事業提案したのは１者のみであった。
公募の進め方は適切であったと捉えているのか伺う。
(3)審査結果として20項目の各評価視点の得点と、選
定の条件たる最低得点の設定について伺う。
(4)協定書による個別契約において、公正と機会均
等、適正な金額による契約が保持されることに努める
べき。

質問の要旨

１ 職員採用試
験について

(1)平成29年度から令和元年度まで、受験案内ポス
ターに市長本人が写る写真が使用されてきた。そのよ
うなデザインとした理由と、決定までの経緯を伺う。
(2)今年７月に市長選挙が行われる。令和２年度の受
験案内ポスターのデザインは慎重に検討すべき。
(3)雇用環境が厳しい時期に就職活動を行った就職氷
河期世代を中途採用すべき。

(1)巨額の税金の投入と、大規模な開発行為を伴う公
共事業を公民包括協定という手法で進めることに対
し、利点と課題をどう捉えているのか伺う。

２ 愛島台の土
地活用に係る包
括協定について
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順
位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考質問の要旨

教育長
市　長
教育長

３ スポーツ振
興について

市　長
教育長

４ ８番 齋　浩美

１ 投票率の向
上に向けて

選挙管理委
員会委員長

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

５ ９番 菅原　和子

市　長

市　長

市　長

市　長

６ １６番 小野寺　美穂

市　長

市　長

４ 館腰地区の
水害対策につい
て

(1)名取市民防災マニュアルに、避難するまでの行動
計画を時系列にまとめておくマイ・タイムラインを掲
載し、災害に備えるべき。
(2)美田園地区の冠水被害対策に取り組むべき。

１ 行政事務手
続について

(1)現在本市において市民の死亡に伴う手続にかかる
時間・日数等をどう捉えているか。
(2)死亡・相続ワンストップサービスの実現に向けて
取り組むべき。

２ 防災、減災
について

(1)地区内を走る旧来の細い雨水排水路の詳細な調査
と改良に優先的に取り組むべきと考えるがどうか。
(2)東北本線と仙台バイパスを横断する水路に土砂が
堆積している箇所がある。関係機関に対して土砂の撤
去と水路の拡幅・改良を要望し、今後の水害に備える
べきではないか。

１ 市民の健康
を守る取り組み
について

(1)子ども医療費助成事業の対象年齢を高校３年生
（18歳年度末）まで拡大すべき。
(2)本市の胃がん検診はバリウム検査のみであるが、
胃内視鏡検査との選択制を導入すべき。

(1)平成29年12月定例会でも提案しているが、期日前
投票所を複数にし、また移動投票所を設け、投票率の
向上を図るべき。

２ 仙台空港の
運用時間延長問
題への対応

(1)宮城県主催で行われている各地区説明会での反応
や出された問題や課題について、どのように捉えてい
るのか。
(2)これまで４者会議が２回行われているが、市民の
理解と合意を重視し、時間延長を急ぐべきではない。

３ タイ王国か
らの観光客増加
への対応につい
て

(1)仙台空港とタイ・バンコクを結ぶ国際定期路線の
運航が再開した。タイ語表記の整備を広げるべきでは
ないか。
(2)観光客への対応ができるように、双方向通訳機の
貸し出しを試行してはどうか。

２ 学校給食費
等の徴収につい
て

(1)給食費の収納率について伺う。
(2)給食費等の徴収を完全公会計へ移行すべき。

(1)多様化する利用者ニーズに応えるため、人工芝グ
ラウンドやナイター設備の設置を検討すべき。
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順
位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考質問の要旨

市　長

市　長

７ ７番 大久保　主計

教育長

教育長

２ 持続可能な
自治体運営につ
いて

市　長

市　長
市　長

８ １１番 荒川　洋平

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長
教育長
市　長
教育長
市　長
市　長

市　長

９ １番 菊地　昌夫

市　長

市　長

３ 子供、若年
者、高齢者等に
係る貧困対策に
ついて

２ なとりの教
育について

１ 市長のこれ
までの市政運営
について

(5)教育現場で抱えるさまざまな課題解決のため、適
切な財源措置を行うべき。

１ 県道39号線
（主要地方道仙
台岩沼線）の交
通量増大につい
て

(1)令和元年12月下旬、愛島地区４団体代表者より市
長に対し道路拡幅に関する陳情書が提出されたと聞い
ている。それに対し市はどのように対応されたのか伺
う。

(2)市道愛島東部線及び市道道祖神愛島台線の整備時
期と合わせ、県道39号線の交差点部の視認性の改善を
図るべきと考えるがどうか。

(1)３年半を振り返り、市長としての成果と今後の課
題を伺う。
(2)これからの名取に必要なことはどのようなことだ
と捉えているか。
(3)市長選挙において掲げた公約（仙台市地下鉄の南
進、仙台空港アクセス線の常磐線接続、ごみの最終処
分場の問題、学校給食費の無料化、旧ナスパの活用）
の進捗について伺う。
(4)市民が期待と関心を寄せる公約の進捗を整理し、
報告すべき。

(1)現在本市が抱える教育現場の課題は何か。

(2)課題解決に向けた取り組みを伺う。

(3)学校給食費の無償化による効果とは。
(4)段階的な学校給食費無償化の課題と今後の予定に
ついて伺う。

(1)事業評価と予算編成の見える化に取り組むべき。

(1)生活困窮の現状と対応、課題について伺う。
(2)地域と連携した包括的な貧困対策計画を策定し、
相談支援事業などの充実に取り組むべき。

２ 生活再建支
援の取り組みに
ついて

(1)被災世帯への見守りを今後どのように継続してい
くのか。
(2)復興達成宣言後も継続すべき。

１ スクールバ
スの安全運行に
ついて

(1)スクールバスコース逸脱の詳細と、原因をどのよ
うに捉えたか。また、その後の対応と課題について伺
う。
(2)スクールバスの安全運行強化を図るべき。
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順
位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考質問の要旨

市　長

市　長

市　長

市　長

３ 復興事業の
今後の取り組み
について

市　長

１０ ３番 笹森　波

市　長

市　長

市　長

市　長

１ 子ども医療
費助成の拡充に
ついて

(1)県内の他自治体では子ども医療費助成の拡充が進
んでいるが、本市の考えを伺う。
(2)貧困世帯がふえているが、子ども医療費助成の対
象から外れる15歳から18歳までの子供が医療機関を受
診できない現状を把握しているのか。
(3)所得制限と小学生以上の初診料算定時の500円の一
部負担金を撤廃すべき。
(4)さらなる子育て支援のため、18歳まで子ども医療
費の助成を拡充すべき。

(1)公衆トイレについて、令和元年度発注されている
清掃業務の内容について伺う。
(2)公衆トイレ設備のふぐあいや故障については、ど
のように対応されているのか伺う。
(3)清掃業務は一つの課で発注しているが、ふぐあい
や故障対応も一元化すべきと考えるがどうか。

(1)これからの閖上地域の復興にはコミュニティー支
援や見守り対応が重要な鍵となる。令和２年度が復
興・創生期間の最後となるが、これらについてはいま
だ完了できる状況とは言えない。令和２年度以降も行
政側の継続した支援が必要と考えるがどうか。

(3)県道39号線と市道潜穴線の交差点は毎朝500名を超
える児童生徒が通学している。現在は交差点部にしか
設置がされていないガードパイプを歩道部にも増設す
べきと考えるがどうか。

２ 公衆トイレ
の管理について
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